
国土交通省航空局
の業務概要

（機械業務）

国土交通省東京航空局 空港部機械課

－ 官庁業務合同説明会資料 －
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航 空 局 の 組 織 概 要

航空局

大阪航空局

札幌航空交通管制部

東京航空交通管制部

福岡航空交通管制部

那覇航空交通管制部

空港事務所（11）

空港出張所（10）

空港・航空路監視レーダ事務所（1）

航空衛星センター（1）

空港事務所（20）

空港出張所（1０）

空港・航空路監視レーダ事務所（2）

航空衛星センター（1）

航空局には、６の地方
支分部局があります。

また、東京航空局、大
阪航空局には空港事務所
などの出先機関があり、
空港などの現場において、
空の安全の確保を最優先
課題とし、また航空サー
ビスの向上を目指して
日々、航空輸送を支えて
います。

東京航空局
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国土交通省は、中央省庁等改革基本法に基づき、平成１３年１月に旧運輸省・旧建設省・旧北海道開発庁・旧国土庁を母体として設置された組織です。
航空局は、内部部局（中央組織）として本省航空局があり、わが国の民間航空に関する行政全般を担務しています。
地方支分部局（地方機関）として東京・大阪に地方航空局が、また札幌・東京・福岡・那覇に航空交通管制部があります。
さらに地方航空局の下部組織として、東京・大阪両国際空港をはじめとした全国３０ヵ所の空港事務所、２７ヵ所の空港出張所、１１ヵ所の航空路監視レーダー事務所、２ヵ所の航空衛星センター等があります。 
大阪航空局は、総務部、空港部、保安部で構成され、富山県・愛知県・岐阜県以西の２府２７県にわたる西日本全域を管轄しています。大阪市中央区大手前にある本局や各地に所在する空港事務所など４３官署に、約２，７００名（事務系職員約３００名、技術系職員約２，４００名、うち機械職員数は約１１０名) の職員が勤務しています。
航空交通管制部は札幌・東京・福岡・那覇に設置され、日本の空を４つの空域に分割、それぞれの空域を飛行する航空機の管制業務を行っています。




航空局の機械業務概要

航空局の機械職員は、国が管理する空港施設、航空無線施設、航空管制施設、航空衛星施
設などに設置された、機械施設（以下参照）にかかる企画、調査、工事の設計、施工及び維
持管理に関することを担当業務としています。

また、空港に配備された空港用化学消防車等の特殊車両にかかる企画、調査、設計、製造
及び保守に関することも担当しています。
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発 電 設 備

無停電電源設備

特 殊 車 両

機
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設

機 械 設 備
雨水排水ポンプ、汚水中継ポンプな
どの機械設備

空気調和設備、給排水設備、昇降設
備などの建築物に設ける機械設備

発電装置などの発電設備

ＵＰＳ（無停電電源装置）

空港用化学消防車、救急医療搬送車、空港除雪車
などの特殊車両
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航空局機械施設の特徴

発電設備 ・ 無停電電源設備

空港などの機能を支えるために電源は不可欠です
が、不意な停電が発生するとその機能はマヒし、大
混乱を来します。そのため、空港などには２次電源
として非常用発電設備が備えられています。

また、管制情報処理システムなどのコンピュータ
は、一瞬の停電も許されないため、無停電電源設備
を介した無瞬断の電源が供給されています。

供給電力の停電は、航空管制の停止を招き、航空
機の安全かつ定時運航に大きな影響を与える恐れが
あるため、複数の系統で電力を供給するなど、信頼
性の高いシステムを構築しています。

無停電電源設備（ＵＰＳ）

非常用発電設備

航空局の非常用発電設備
及び無停電電源設備は、航
空局が制定した設計要領に
基づき設計、製造され、同
じく航空局が制定した業務
処理規程に基づき適切に保
守されています。

UPSの検査風景
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航空局機械施設の特徴

機 械 設 備 ・ 建 築 設 備

航空管制用の情報処理システムを担うコンピュー
タのための空気調和設備には、年間を通してきめ細
かな温湿度制御運転が求められています。

また、空気調和設備の停止による室温上昇により、
コンピュータが停止にいたる恐れがあるため、複数
台の空調機を備えた信頼性の高いシステムを構築し
ています。

これらの空気調和設備
は、航空局が制定した設
計要領に基づき設計・設
置され、同じく航空局制
定の業務処理規程に基づ
き保守されています。

無線機器用空気調和設備

コンピュータ用空気調和設備 機器製造検査の状況

空気調和設備の検査風景
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空港用特殊車両の特徴

空 港 用 特 殊 車 両

空港には、万一の航空機事故に備え、空港用化学
消防車、救急医療搬送車などの車両が配備されてい
ます。

それらの車両は、広大な空港内の事故現場に迅速
に到着するために必要となる、加速性能・最高速度
などの能力を備えています。

また、北海道・東北などの積雪空港には、積雪か
らいち早く滑走路等を使用可能にするため空港用除
雪車両が配備されています。

これらの特殊車両は、航空局が制定した仕様書に
基づき製造され、適切に整備されています。

空港用化学消防車

救急医療搬送車空港用高性能除雪車
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組織別に見た機械業務

地方航空局（東京・大阪）

航 空 局 （本省）

航空交通管制部（札幌・東京・福岡・那覇）・空港事務所等（全国）

国際協力

航空行政を担う中央組織であり、事業の企画、調査、予算要求及び
関係規定・基準類の制定を行っています。

また、空港技術者研修の企画や講師も行っています。

航空局が策定した計画に基づいて、管轄空港などの機械施設に関する
調査・設計・施工という事業執行業務を行っています。

また、特殊車両に関する調査、設計、製造等の業務も行っています。

各管轄区域内に設置されている機械施設の運用監視、緊急対応、維持
管理を主業務として、機械施設及び特殊車両の整備業者、保全業務請負
者への指導監督も行う地方出先機関です。

海外の開発途上国における技術援助協力業務なども実施しており、
一定の要件を満たした上で本人が希望すれば、技術協力専門家として
海外派遣されることもあります。

空港建設現場にて（中部
国際空港埋立現場）

ベトナム空港会社の面々と

各種委員会の開催
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機械施設のブロック管理

ＭＡＰＳ運用監視室

管理センター管轄ブロック図

全国に点在する機械施設の
管理は、５ブロックに区割り
された各管理センターにより
行われています。

各管理センターには、機械
施設を遠隔で監視・制御を可
能とする機械施設管理保全シ
ステム（通称ＭＡＰＳ）が設
置されています。これにより、
機械施設の状態、故障の有無
等をリアルタイムで把握でき
ると共に、故障の予知・診断
をも可能としています。

新千歳ブロック

東京ブロック

大阪ブロック

福岡ブロック

那覇ブロック
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先任施設運用管理官付

施設運用管理官

主幹施設運用管理官

先任施設運用管理官

（採用）

■航空保安業務基礎研修
■空港機械施設基礎研修
■空港技術者（初級）研修

■空港機械施設応用研修
■空港技術者（中堅）研修

■広域施設運用管理研修
■空港技術者（上級）研修

■先任施設運用管理官研修

研修制度その他

局：係員

局：係長

局：専門官等

局：課長等

経験

航空局では、機械業務に必要な幅広い知識の習得、
公務員倫理や空港技術者としての自覚、心得等の習得
をはじめとする研修のほか、採用から役職に応じキャ
リアアップに向けた各種の研修体系が組まれており、
大阪府泉佐野市の「航空保安大学校」や千葉県柏市の
「国土交通大学校柏研修センター」などで開催されて
います。

役
職
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機械職が配置されている官署

勤務の特殊性について

航空局の官署は、各空港をはじめとして
全国に点在し、機械職員が配置されている
官署も、北海道稚内市から沖縄県那覇市ま
での広範囲にわたっていますので、採用に
あたっては全国異動ができることが条件と
なります。

また、管理センター官署等の24時間運
用管理を行ってる官署では夜勤を含む交替
制勤務を実施しています。

10

【機械職員配置官署】
北海道
■新千歳空港 ■函館空港 ■釧路空港
■稚内空港 ■札幌航空交通管制部

東北
■仙台空港
関東甲信越
■航空局（本省） ■東京航空局
■東京国際空港 ■成田国際空港

■新潟空港 ■東京航空交通管制部
■常陸太田航空衛星センター

東海・近畿
■大阪航空局 ■大阪国際空港
■中部国際空港 ■関西国際空港
■神戸航空衛星センター
中国・四国
■広島空港 ■高松空港
■松山空港 ■高知空港
九州・沖縄
■福岡空港 ■福岡航空交通管制部
■長崎空港 ■熊本空港 ■大分空港
■宮崎空港 ■鹿児島空港 ■那覇空港
■那覇航空交通管制部
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女性職員活躍とワークライフバランス推進に向けた取組について

国家公務員の女性活躍とワークライフバランス推進のための取組指針」（平成２６年１０月１７日）

女性職員の活躍は、「女性が輝く社会」、「男女共同参画社会」を実現し、人材の多様性
を活かして政策の質や行政サービスを向上させるという総合的な視点から推進する。
このため、男女全ての職員の「働き方改革」によるワークライフバランス（ＷＬＢ）の実現が

不可欠として 各府省の大臣、事務次官等のリーダーシップの下、推進を進めている。

女性職員活躍とワークライフバランスの推進のための
国土交通省取組計画を発表！（平成27年1月30日）
（抜粋）
①国土交通省の働き方、変えます。
- 超勤縮減と休暇取得をさらに推進。
- 勤務時間や場所など、勤務形態の多様化を推進。
②育児・介護に優しい国土交通省へ
- 育児・介護をしている職員の状況・意向を把握。
- 育児経験職員による交流サイトを設置。
③女性がますます輝く国土交通省へ
- 特に、技術系女性職員採用の裾野を広げるため、
理工系大学を志す女性を増やす取組を強化。

・技術系（機械）女性職員の採用推進

・育児、介護の両立支援

・配置場所を考慮するなどキャリアパスの検討
や勤務形態について配慮

・技術系（機械）女性職員のキャリア形成
支援・意欲の向上を図る

【国土交通省の取組計画】 【航空局機械職種の女性活躍推進】

★女性職員の積極的な採用★



採用に関する問い合わせ先

パンフレットの内容、採用等に関して不明な点がござい
ましたら、ご遠慮なく下記までお問い合わせ下さい。

国土交通省 東京航空局 空港部 機械課

課長補佐 伊藤 修

ＴＥＬ ０３－５２７５－９２９４

E-mail   itoh-o03fc@mlit.go.jp

直接メールで
も結構です！
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東京航空局までの交通

九段下駅下車 徒歩５分

・都営新宿線
・営団東西線
・営団半蔵門線

東京航空局
１４階

空港部 機械課

国土交通省東京航空局案内図

東京都千代田区九段南１－１－１５
九段第二合同庁舎

ｔｅｌ ０３－５２７５－９２９４（直通）
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